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SDGs※で掲げられた目標に横串を通す、人類の共通言語の一つが科学技術です。
濵口道成さんは、国内外の大学・研究機関・産業界等との緊密なパートナーシップを深め、
社会の持続的な発展に貢献し、新たな飛躍に向けた改革を断行する、国立研究開発法人 
科学技術振興機構（JST）理事長としてご活躍されています。今回は、SDGsと科学技術
との関わり、そして日本製紙の取り組みについて語っていただきました。

濵口 道成さん（国立研究開発法人 科学技術振興機構 理事長）

SDGsに力を入れているJSTの濵口理
事長にお会いしました。SDGsはグロー
バルや開発途上国のものと思われがち
ですが、日本の目標としても活用でき、
実現の過程の中で、日本人一人ひとり
がより充足感を持てる社会を作り上げら
れるのではないかと言われていました。
今回の紙面では日本製紙の新素材を取
り上げましたが、新技術開発の推進も
SDGsが掲げている目標のひとつです。
科学技術は使い方によって、環境・社
会にプラスにもマイナスにもなるもので
す。持続可能な社会の実現を目指した
新技術の開発へと舵取りすることが重要
なのだと思いました。（藤田啓子）
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　大学紛争に日本中が揺れていた
1960年代後半、私は名古屋大学
医学部に入学しました。当時は大学
紛争により教室が封鎖され、講義が
行われない状態が1年近く続きまし
たが、この頃にむさぼるように多く
の本を読みました。その中でアメリ
カの哲学者ホッファーの「ミスフィット

（社会や組織に迎合できず葛藤する
人たち）が次の時代を創る」という
フレーズに心揺さぶられ、その後の
生き方に影響を受けました。
　大学を卒業した私は、大垣市民病
院で外科の研修医として勤務してい
ましたが、先述のミスフィットを感じ
る中で、医者ではなく基礎研究者と

しての道を選びました。その後渡米してロックフェラー大学の研
究室で、がん遺伝子の研究に没頭する日々を送りました。帰国
後は名古屋大学に戻り、教授を経て医学部長、そして大学総長
に就任しました。この時の私もミスフィットの意識を持っていまし
た。そのような中で、社会や組織をあるべき姿へと近づけるため
に、医学部長時代は構造改革に奔走しました。名古屋大学総長
時代には大学の国際化を提唱し、アジアの中心地になろうと声掛
けをして、国内大学で初となる海外の大学院（博士課程）創設
などにも注力しました。その中で、カンボジアの貧困問題を解決
するために、現地での焼酎造りや酪農といった取り組みに着手し
ました。今振り返ってみると、これらは世界が直面する課題に対
し、持続可能な成長を実現させる目標であるSDGsの活動その
ものでした。この頃の経験が現在のJSTでの様々な方針や活動
のベースとなっています。
　JSTでは2015年9月のSDGs採択以前から、SDGsが掲げ
る社会課題の解決に向けた目標に対する様々な活動に取り組ん

でいます。その中で代表的なものとして、2011年3月に
起きた東日本大震災後の東北支援があります。現地の中小

企業や伝統産業の事業者が抱える課題をヒアリング調査するマッ
チングプランナーを派遣し、課題解決のアイディアを持っている
大学の先生を発見して、この両者をつなぐプロジェクトです。例
えば、八割蕎麦を家内工業で製造していた会社の復興支援では、
岩手大学農学部の先生をマッチングすることで、蕎麦の風味を
落とすことなくそば粉の殺菌が可能となり、販売地域の拡大もで
きたことで、収益が震災前より改善しました。日本の伝統産業を
ベースとした日常的なライフスタイルの中に、科学技術によるイ
ノベーションを導入しエコシステムを構築していく。このような大
小のマッチングプロジェクトによってサポートした企業は250社に
なります。これらの経験は、2016年に発生した熊本地震の復
興にも活かされています。熊本城の城壁の改修では、JSTの科
学技術の経験・ノウハウをどう活かせるか。様々な人材のネット
ワークを駆使しながら、既存の社会や組織に迎合せず、あるべ
き姿に根差した議論を進めています。
　また国際的な活動では、国立研究開発法人日本医療研究開発
機構（AMED）と独立行政法人国際協力機構（JICA）とともに「地
球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）」
を進めています。日本の科学技術を適用、移転するという従来
の手法に加え、日本と開発途上国の大学・研究機関が連携し、
新たな技術の開発・応用や新しい知見の獲得のための国際共同
研究を実施しています。SATREPSのプロジェクトを通じて実感
するのは、SDGsで掲げられた目標を横串でつなげていく共通言
語の一つが、科学技術であるということです。今、SATREPS
のプロジェクトとSDGsを照合し、どこが足りないのかなどにつ
いて議論をしているところです。
　日本製紙さんの取り組みの中で、私が注目しているのは、セ
ルロースナノファイバーやミネルパのような新素材です。環境破
壊をすることなく、オンリーワン的な日本にしかできない製品を
つくる新技術が、SDGsの目標を達成するために課題を解決す
る共通言語として、どのように展開され、実社会を進化させてい
くか。その未来が楽しみです。

※ 2015年に国連総会で採択された「持続可能な開発目標(SDGｓ)」
　 詳細は中面「SDGｓとの関わり」もご参照ください。

はまぐち・みちなり
1980年名古屋大学大学
院医学研究科博士課程修
了。 1985年米国ロック
フェラー大学分子腫瘍学講
座研究員を経て、 2009
年名古屋大学総長に就任、
同大学の国際化を提唱し研
究力を飛躍的に伸ばす。
2015 年より国立研究開
発法人科学技術振興機構
理事長 （現職）。

技術

「丸沼高原 植樹2017」を開催

　日本製紙グループは、5月27日（土）に「丸沼高原 植樹2017」を開催しました。当日は爽やかな晴天に恵まれ、
今年も当社グループおよび日本コカ・コーラ社から約100人の参加者が、 土地本来の６種の苗木約1,000本を日
光国立公園内に位置する丸沼高原（菅沼社有林）に植えました。

苗木を１本１本ていねいに植えました 植樹を行う大勢の参加者
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後藤 至誠

日本製紙グループは総合バイオマス企業として「木」を原料としたさまざまな製
品を開発・提供しています。今回注目したのは無機化合物である「ミネラル」。
木材繊維にミネラルを「高配合」することで、ミネラルの性質を持ちながら、木
材繊維のようにさまざまな形状に加工ができる、まったく新しい素材「ミネルパ」
を生み出すことができました。社会が求めるミネルパの提供にむけて、さらなる
用途開発を進めています。

一般の紙にもミネラルは配合されています

※ キャビテーション噴流処理とは

紙を白くするなどのために、一般の紙に
もミネラルが使われます。しかし、 従来
法では木材繊維にミネラルを高配合する
ことができませんでした。

ミネラルを高配合できたきっか
けは当社独自の「キャビテー
ション噴流によるパルプ処理
技術」 の応用です。 高速噴
流にて発生した泡が壊れる時
の力を利用します。

木材繊維にミネラルの
微細粒子が密に付着

木材繊維とミネラルのハイブリッド繊維、ミネルパを開発しました
木からつくる新しいカタチ

キャビテーション噴流処理※など

シート

モールド(成形）

ボード

パウダー

※環境負荷の高い鉛は世
界的な規制の動きがあ
り、代替品が求められて
います。

　もともと紙・板紙には填料や顔料としてミネラ
ルが使われています。紙を軽量化していく流れの
中で、ミネラルを高配合しようとする試みがあり 
ましたが、せいぜい20%前後でした。
　私たちがミネラルを高配合させることができた
きっかけは、当社独自の「キャビテーション噴流
によるパルプ処理技術」にありました。薬品を使
わずに古紙を脱インキするために開発されたもの
で、ミネルパの製法として応用しました。もちろ
ん、それだけでは十分ではなく、私たちのこれ
までに培った紙製造・パルプ処理・無機合成の
技術を駆使した結果、新素材ミネルパができあが
りました。
　これからは用途開発に注力していきます。ミネ
ルパならではの潜在的な用途は沢山あると思いま
す。さまざまな業種の方たちとともに連携し、お
客様、社会の声に耳を傾けながら、ミネルパの
開発・提供をしていきたいと思っています。

新素材ミネルパの開発は、SDGsの次の目標に
関連します。

当社グループの技術と知見を
総動員した新素材「ミネルパ」。
次は用途開発に注力していきます。

2030年までにイノベーションを促進。 
持続可能な社会を構築していくには、 
新たな技術の開発が必要です。ミネル 
パは木材繊維に新たな価値を付与し
た、新しい素材です。

イノベーションの推進目標9

鉛ボード代替品としてのミネルパ製品
など、人の健康や環境への悪影響を
最小化させる製品の開発が求められて
います。

製品の化学物質や廃棄物の
管理、リサイクルの推進

目標12

※ 2015年に国連総会で「持続可能な開発目標（SDGs）」 が、
150を超える加盟国により採択されました。17の目標と169  
のターゲットから成ります。詳細については紙季折々Vol.24を
ご覧ください。

	 http://www.nipponpapergroup.com/csr/Vol24_contents.pdf

原料 ▶ ミネラル

ミネラルとは無機化合物のこと。そのほとんどは鉱物として自
然界に多く存在します。独自の製法により、繊維1に対しミネ
ラルを最大で9（重量比）まで配合を高めることができました。

ミネラル ミネラル（拡大）※

原料 ▶ 木材繊維

再生可能な原料である木材の繊維をベースとしています。
化学パルプや機械パルプなど、製紙用のパルプをそのまま
利用できます

木材 木材繊維

例えば、シートに加工するこ
とで、紙の機能（書く・包む・
拭くなど）を発揮させること 
ができます。

木材繊維ならではの 
さまざまな形状に加工

POINT ❷

消臭性や難燃性など、さまざまな性質を持ったミネラル
を高配合できるので、木材繊維単体では成しえない機
能を持たせることができます。

ミネラルの性質がそのまま生かせる
POINT ❶

ミネラルの種類と加工する形状を選ぶことで、さまざまな機能を持
ったミネルパ製品をつくりだすことができます。より快適で、より安
全で、より環境に配慮したミネルパ製品を提供していきます。

性質と形状の組み合わせは無限大 
POINT ❸

消臭・抗菌性を持たせた
ミネルパをシートに加工。
各種の匂い成分を吸着し
ます。世の中の衛生意識
の高まりを受け、今後需
要が増える分野です。

X線遮蔽性を持たせたミ
ネルパとボードの組み合
わせ。 従来の鉛ボード※

の代替になることが期待
できます。

難燃性を持たせたミネル
パとシートの組み合わ
せ。 燃えや す い 紙 が、
燃えづらくなるので、 難
燃性壁紙としての利用が
期待できます。 SDGs※との関わり

拡がる可能性：ミネルパの主な用途例
さまざまな業種のパートナーとともに、
さらなる用途開発を進めていきます

キャビテーション発生装置

泡が壊れる時の衝撃波を利用

木材繊維（拡大）

ミネルパ表面の拡大図

ミネラルが大きく、脱離しやすい
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ミネルパ
一般の紙

【各種匂い成分の吸着性】
（一社）繊維評価技術協議会が定める方法で実施

2時間後の減少率（％）

ガスバーナーで
1分間加熱

ミネルパ壁紙

燃焼部分小
（防災１級※相当）

※JIS規格 防災1級 50㎜未満

（防災1級）

（※）
37㎜50㎜

すぐに全焼
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一般の紙

【燃焼性の比較】

放射線
（X線）

1/2に減少

ミネルパによる
ボード
厚さ2㎜

【X線遮蔽効果】

■ 快適な生活を ： 消臭性 × シート

■ 安全な住環境を： 難燃性 × シート

■ 環境に優しい素材を： X線遮蔽性 × ボード※ 判りやすいようにミネラルの色を薄青で示しています。

※ 1μｍ＝1/1000㎜

ミネラルハイブリッドファイバー

1μm※10μm

1μm

1μm
1μm 0.1μm


